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推薦の言葉

今まさに求められている教育理念と，最先端の学習理論に基づいた，新しい授
業のかたちがここに示されています。
子どもたちが真に主体となって学ぶこと，自らを調整しながら学習を進める教育
実践のモデルと，明日からの授業をつくる確かな方法とその考え方が，本書の全
編を通じて具体的に提示されています。　

本書の大きな特色として，小学校 3 年生から中学校 3 年生に至るまでの自己調
整の発達段階をふまえた授業・単元の構想がなされています。
また，国語，算数，理科，社会，体育，総合学習と，幅広く豊富な実践例が
取り上げられており，教科を横断した主体的な学びをどのように導くとよいかについ
て，綿密かつ明確な指針が示されています。
自己調整を支えているこころの要素と，自己調整を前へ進めるサイクルに基づく
授業モデルの例示は，これまでの教育をさらに先へと展開する大いなる可能性を
有するもので，とても斬新で画期的な提案となっています。

子どもたちの主体性を育む，新しい授業の実現をめざしているすべての現場の
先生方にとって，優れた示唆に富む本書を強く推薦いたします。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州大学　伊藤崇達
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図 1　認知過程とメタ認知過程

      はじめに

​  1.1.	    本書における『自己調整学習』の捉え
自己調整学習は，世界各国で研究が進め

られ，それを基にした実践が行われていま
す。日本でも学習指導要領において，児童・
生徒に育成すべき力として，資質・能力の
三本柱が示され，そこに含まれる「学びに
向かう力・人間性等」の育成に，自己調整
学習の考え方が援用されています。

自己調整は，「学習者が，学習過程に対し
て『メタ認知』したり，『動機づけ』を高め
たり，『行動』したりして能動的に学習を進
めていること」（Zimmerman1989）である
とされています。また，自己調整学習を支
える重要な要素の一つとして学習方略を習
得することが挙げられています。学校教育
の中で，自己調整学習の実現を目指す本書
では，これらの理論を基に，自己調整の要
素を「メタ認知」「動機づけ」「学習方略」（伊
藤 2019）とし，これらの要素を基に授業実
践を外観していくことにします。

自己調整の要素の一つである『メタ認知』
とは，自らの学習を振り返り，自分がどの
ように考えているのかを考えたり，どの程
度理解しているのかを理解したりし，その
後の学習に活かしていくことです。三宮

（2018）は，『メタ認知』をメタ認知的知識
とメタ認知的活動に分類し，メタ認知に対
する知識（認知特性，課題，方略）を習得

することと，習得した知識を活かして自ら
の学習をモニタリングし，コントロールし
ていくことの重要性を示しています。

メタ認知的活動については，Nelson & 
Narens がメタ認知過程と認知過程の関係を
図 1 のように整理しています（自己調整学
習研究会 2012）。この図では，現実に学習
をしている部分（認知過程）を下部に，そ
れに対してメタ認知している部分（メタ認
知過程）を上部に表現しており，メタレベ
ルとされる部分から，自分自身の思考・認
知（対象レベル）をモニタリング（観察）し，
より良く学んでいくためにコントロール（調
節）していくメタ認知の実際がよく分かり
ます。

次に，『動機づけ』とは，学習に対するモ
チベーション（学ぶ意欲）のことを指します。
また，動機づけには，学習そのものに興味・

 桃山学院教育大学人間教育学部　准教授●木村明憲
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関心をもち，課題の解決や目標の達成にむ
けて取り組むことにつながる内発的な動機
づけと，何らかの報酬を得ることや罰を避
けることを目的に取り組む外発的な動機づ
けがあり，学校教育では，児童・生徒が内
発的な動機づけを高め，自ら学びを進めて
いくことを目指しています。そのような姿
を目指す上で，動機づけが欠如していたり，
外発的な動機づけで学んでいたりする児童・
生徒に対して，学習過程や教材・教具を工
夫し，必要に応じて活用することができる
環境を整えたり，近くに寄り添い，援助を
要請しやすい雰囲気をつくったりすること
が，児童・生徒が主体的に学びを進めよう
とする内発的な動機づけを高めることにつ
ながるのだと考えます。

最後に，学習者が学習に対して能動的に
行動するには，『学習方法・学習方略』を身
につけている必要があると考えます。本書
では，学校教育での自己調整学習を対象と
していることから，「書籍を読んで情報を集
める」「コンピュータを使って動画にまとめ
る」「ポスターを掲示して伝える」「学習計
画表に計画を書く」といった下線部のよう
な行動を学習方法と捉えます。また，学習

方略は，「学習の効果を高めることを目指し
て意図的に行う心的操作あるいは活動」（辰
野 1997），また「学習者が各行動目標に到
達するために必要な学習方法の種類と順序
を具体的に示すこと」（高等教育ジャーナ
ル 2000）とされており，学習者が学習方法
をどのように効果的に実行するのかという

『方法のやり方』であると捉えることができ
ます（図 3）。例を挙げるとするならば「書
籍を読む際に，線を引きながら必要な情報
を集める」「動画の構成を考えるために，ピ
ラミッドチャート（シンキングツール）を
使って構造化する」「プレゼンテーションを
して伝える際に，聞き手に問題を出し，考
える場面を作って伝える」「学習を振り返る
ために赤信号・黄信号（思考ルーチン）で
自己評価する」などが考えられ，これらは
目標を達成するための認知的な学習方略と，
自らの学習を振り返るメタ認知的な方略に
整理されます。また，学習方略には，認知
の面だけでなく情動（心）の面においての
方略も存在します。例えば，「学習課題が自
らのどのような能力を高めるのかについて
考えたことを学習計画に記入して，学習す
る意味を明らかにする」「記憶しなければな
らない言葉をリストに整理し，記憶できた
言葉をリストから消していく操作を通して，

図 2　動機づけの高まりのイメージ

図 3　学習方法と学習方略の関係のイメージ
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図 4　本書における自己調整学習の全体像

見通しと達成感を感じることができるよう
にする」といった，学習に対する動機づけ
を高めるための方略も存在します。

学校教育において，学習者が学習に対し
て能動的になるには，目標の達成に向けて
どのような学習方略で学習を進めることが
最適かを考え，選択した方略が適切かを確
認・調節し，自ら学習を進めて行こうとす
る仕組みを構築していく必要があります。
そのような仕組みの中で，児童・生徒は，様々
な教科・領域で学習方略を何度も経験する
ことを通して，課題・目標をどのような方
略を使って解決・達成していけばよいのか

という方程式を立式することできるように
なり，自ら，主体的に学習を調整し，解を
導き出していくことができるようになって
いくのだと思います（図 4）。

本書では，学習者が「自らをメタ認知する」
「内発的な動機づけを高める」「学習方略を
習得・適用する」という視点の基に，学校
教育においての自己調整学習のあり方を豊
富な授業実践を基に提案します。本書で提
案する授業実践例を基に，児童・生徒が自
らの学習を調整しながら学ぶ授業が広がっ
ていくことを期待します。
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図 5　主体性につながる 2 つの能力

   1.2.      情報活用能力と自己調整能力
学習者が主体的に学ぶために，情報活用

能力・自己調整能力を高める必要がありま
す。これらは，情報活用スキル・思考スキル・
自己調整スキル（木村 2022）などと呼ばれ
ることもあります。情報活用能力は，課題
を解決するために，情報を集めたり，整理
したり，まとめたり，伝えたりする能力です。
このような力は，学習内容として，教科等
の授業で身につけ，その後の授業等で学習
方法・方略として活用されていきます。情
報活用能力が高まれば，学習者は，自ら方
法・方略を選択し，自分で学習を進めてい
くことができるようになるのです。自己調
整能力は，先程，述べたように，学習内容
を認知したり，自らの学習をメタ認知した
り，学習に対する動機づけを高めたりする
ために，学習方略を習得・適用する能力です。
このような力が高まれば，学習を自分にあっ
た方略で振り返り，成果や課題を導き出し
た後に，次の学習に対する見通しを明確に
して動機づけを高めることができます。こ
れらのことから，学習者の情報活用能力や
自己調整能力を高め，それらの能力を自ら
発揮して学習プロセスを進めていくことが

できるようになることが，主体性を発揮し
て学ぶという学習の歯車を回していくこと
につながるのです。ただ，これらの能力を
どのようにして育成していくのかが重要で
す。学校教育において，これらの能力を育
成するには，学習者が情報活用能力や自己
調整能力を理解し，これらの能力を高める
活動を繰り返し経験する機会を様々な教育
活動の中で実施していく必要があります。
このことについての詳細は，さくら社『主
体性を育む学びの型 : 自己調整，探究のスキ
ルを高めるプロセス』（木村 2022）に示し
ています。 

   1.3.      自己調整学習チェックリスト
表 1 は，本書が提案する自己調整学習

チェックリストです。本リストは，教師が
単元・授業を設計する際，授業中に授業の
進行を確認する際，授業実践後に自らの授
業を振り返る際に参照することを目的とし
て作成しました。このリストを携帯するこ
とで単元・授業を考える際に，学習者が自

己調整する学習場面を効果的に設定したり，
授業中，児童・生徒に自己調整を促したり
する際の参考になります。本節では，学習
者が自らの学習を調整することに繋がる授
業の実現に向けて作成した自己調整学習
チェックリストについて解説します。
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1
  1.3.1.    フェーズ，プロセス，サブプロセス，チェック項目の概要

自己調整学習チェックリストは 3 つの
フェーズで単元・授業を整理しています。
これらのフェーズは，自己調整学習の研究
において「予見」「遂行・コントロール」「内省」
と示されています（伊藤 2009）。本書では，
これらの段階を学校現場で馴染みのある「見
通す」「実行する」「振り返る」という言葉
に置き換え，これらのフェーズを単元・授
業を設計する際や授業実践を行う際に意識
できるようにしました。次に，それぞれの
フェーズの中で，学習者がどのような学習
過程で学ぶのか，または，どのような自己
調整スキルを発揮して学ぶのかをプロセス
として整理しました。これらのプロセスは，
自己調整学習を進めていく上で単元を構想
する際や，1 時間の授業を設計する際に意
識すべき重要な過程です。そして，プロセ
スをさらに具体的にするために，プロセ
スの要素をサブプロセスとして示しました

（SCHUNK and ZIMMERMAN 2014）。これら
は，自己調整学習がメタ認知の研究と，動
機づけの研究を基に形成されてきた学習で
あることを基に，学校現場における授業で
意識すべきであると考えられる事柄を選択
したり，総合したりして示しました。本リ
ストのサブプロセスにおいて左寄りに表記
している項目は，認知（知覚，理解，思考，
記憶，判断，意識，問題解決など）に関係
すると考えられる項目です。また，右寄り
に表記している項目は情動（心の動き・感
情）に関係すると考えられる項目です。こ
れらのサブプロセスから分かるように，本
リストは，認知的側面と情動的側面の両側
面から学習者が自らの学習を調整すること
ができるようになることを大切にしていま
す。さらに，本リストの中核となるチェッ
ク項目を，サブプロセスをさらに細分化し，
学習者の具体的な姿として示しました。

■表 1　自己調整学習チェックリスト





16

01
自分たちの生活と直結するゴミ問題。どのように集めて処理されていくのか，予想を立てなが
ら，自分事としてとらえ，自分自身にできることは何か考えるきっかけとしたかった。そこで，
写真の中から見える情報を観点ごとに収集する中で，児童自身が追究したいと思う「問い」を
作り出し，単元を通して連続した学びをデザインし，主体的に学べるしかけを作った。

◆自己調整学習チェックリストの項目

課題興味　□課題に興味を示していたか　□課題に価値を感じていたか
目標設定　□問いを広げていたか　□問いを絞っていたか　
計画立案　□学習活動を決めていたか　□時間配分を決めていたか

　

　

　課題興味　□課題に興味を示していたか

本単元は，日常生活に密接に関わるテー
マを扱っていました。そのため，児童の中
からは自身の経験をもとにした問いや，そ
れらの問いを基に想像を広げた問いを投げ
かける姿が見られました。例えば，「僕たち
の住む場所では，一日にどれくらいのゴミ
が出るのだろう ?」「日本全国では，ゴミの
状況はどうなっているのだろう ?」などです。
これらの問いは，教師が一方的に情報を伝

えるのではなく，児童自身が興味をもち，
追究したいと感じたことによって得られた
問いであると考えます。このような問いを
喚起する上で，図 1 のような思考ルーチン
を活用し，個人で問いを広げてから，それ
らの問いを交流することが課題に対する興
味を高める上で非常に重要であると感じま
した。

　目標設定　□問いを広げていたか

本実践では，課題を基に問いを広げてほ しいと考えたことから，ごみを収集するよ

小学校 4 年生　社会▶︎健康なくらしを守る仕事 1  ごみのしょりと活用

［見通す］

自分で問いをもち，主体的に学ぶ

 洲本市立洲本第三小学校●福水雄規
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見
通
す

　

　

うすの写真を図 1 のようなシートにして
児童に提示しました。児童にその写真から
問いを広げてほしいと考え，「見える」「思
う」「引っかかる」の思考ルーチンと同心円
チャート（木村 2020）を組み合わせたシー
トを児童に配付し，問いを広げる活動を実

施しました。
この活動において児童は以下のように反

応していました。
　「ごみを運んでいる人が見える」【見える】
　「多いゴミ袋から、ごみ収集車で集めてい
ると思う」【思う】
　「回収はいつ行われているのだろう」「集
めたごみはどこへ運ばれるのだろう」【引っ
かかる】

この方法により，児童は，ゴミ収集の写
真と日常生活を関連させ，様々な問いを広
げていく姿が見られました。また，児童が
自らの意見と他者の意見を比較・共有する
機会をもったことで，「あ，私も同じことを
考えていた」や「~~ さんの意見を，私も参
考にしたい」といった共感や違いに気付く
機会が得られました。

　目標設定　□問いを絞っていたか

単元の学習時間を児童に共有した上で，
児童が，自ら追究したい問いを選択する活
動を行いました。その活動では，ピラミッ
ドチャート（図 2）を用いて，選択した問
いの優先順位を決めました。これにより，
児童は自らの「問い」を絞り，明確にする
ことができました。その後，一人一人の児
童が選んだ「問い」を学級で共有し，全ク
ラスで追究すべき「問い」について考えま
した。学級での議論から，最終的に 4 つの
問いに絞り込まれました。このようにピラ
ミッドチャートを活用することで，一人一

人が広げた問いが絞られ，学級の問いとし
てまとめることができました。

　計画立案　□学習活動を決めていたか　□時間配分を決めていたか

単元の学習が始まる初回（1 時間目）に，
児童は教師が作成した単元計画（図 3）を

確認します。そして，毎時間学習したこと
を記録するシートとして作成した図 4 に，

図 1　「見える」「思う」「引っかかる」により書き出された考
え

図 2　図 1 から出された問いをもとに追求したい児童の問い
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分かったことを記録していきました。ま
た，実行する場面では，図 3 の中にある
図 5 のような 1 時間の学習の流れを児童
が確認しながら学びました。このシートに
は，学習の流れ，所要時間，学習の手ご
たえなどが示されており，児童はそれに基
づいて自らの学習方法や時間を自己決定す
ることができるように工夫しました。もち
ろん，すべての学習内容や時間を児童が決
定することは，彼らの発達段階を考慮する
と難しい面があります。そこで，例えば，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「今日は今からの 20 分，自由に学習時間を
使ってください。課題の解決に向け，どの
ような方法で学習すればよいか，その方法
での学習をどの程度の時間取り組むのかを

考え，工夫して学習に取り組んでください」
という指示を出し，児童が自ら学習活動や
時間配分を決めることができる時間をとり
ました。そのような時間を設定することで，
一人で取り組む児童，ペアでの学習を選ぶ
児童，教科書や資料で情報収集する児童，
タブレット PC を活用して情報を整理する児
童など，様々なスタイルでの学習活動が実
行されました。このような姿が，児童が自
己調整スキルを発揮しながら学んでいる姿
であると思います。このように単元計画・
学習したことを記録するシート，学習内容
とタイムテーブルを考えるシートを児童に
配付することにより，児童が自ら学習計画
や時間配分を決め，主体的に学習を調整す
ることに繋がったのではないかと考えます。

図 3　単元はじめに児童と共有する単元計画の一例

図 4　毎時間学習したことを記録するシートの一例

図 5　毎時間の学習内容とタイムテーブルの一例
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見
通
す　

図 6　休み時間に自分の考えを確認したり交流したりしてい
る様子

　課題興味　□課題に価値を感じていたか　

教師は授業後，記録が残るように，児童
が考えたシートを教室横の廊下に掲示しま
した。すると，休み時間は多くの児童が掲
示物の周りに集まり，他の児童の問いや考
えを確認していました。ある児童は，掲示
された他の児童のシートをタブレット PC で
撮影し，その児童に声をかけ，自らの考え
を伝えていました。このように学習したシー
トを掲示することにより，授業中だけでは
なく，休み時間も児童の学びが継続しまし
た。これは，授業で導き出した問いに対し
て児童自身が価値を感じていたことによっ
て生じた児童の姿ではないかと感じます。

〈参考文献〉
・木村明憲（2020）単元縦断×教科横断
・木村明憲（2022）主体性を育む学びの型

本実践では，シンキングツールの同心円チャートと思
考ルーチンの「見える・思う・ひっかかる」をうまく組
み合わせ，4 年生の児童が問いを広げることができるよ
うに工夫をしています。また，問いを絞る場面では，ピ
ラミッドチャートを活用して児童が導き出した問いを
学級の問いとして一つにまとめています。このようなシ
ンキングツールや思考ルーチンを教師が提示すること
により，児童がこれらの学習方略を身につけていくこと

に繋がると考えます。
また，児童が学習計画を立案する際にも，図 3~5 のシートを教師が作成し，これらを記述する

時間を設定したり，確認したりする場面を設けています。これも，これらのシートが有ることで，
児童が自ら計画を立てたり，立案した計画を基に学習を確認したりすることが意識づけられるの
ではないかと考えます。このような教師の手立てが，児童が自ら学習を調整する方略を身につけ，
学習に対する動機づけを高めていくことにつながっていくのです。

ただ，これらの活動を 1 度行っただけで，学習方略が習得できるわけではありません。同じ方
略を活用する授業をその教科のその後の単元や他の教科の単元で繰り返し経験することが，方略
を習得する上で非常に重要なことであると考えます。

自己調整の要素
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